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７
月
の
こ
よ
み

９
日
○月

理
事
会（
県
商
工
会
館
）

10
〜
11
日
経
営
革
新
支
援
研
修
会

（
篠
山
市
・
ユ
ニ
ト
ピ
ア
篠
山
）

10
〜
11
日
マ
ル
経
講
習
会

（
温
泉
町
・
夢
ホ
ー
ル
）

14
日
○月

第
４
回
商
工
会
政
策
研
究
会

（
県
商
工
会
館
）

18
日
○金
融
資
問
題
等
研
究
会

（
県
商
工
会
館
）

25
日
○金

商
工
会
管
理
者
研
修
会

（
神
戸
市
・
六
甲
荘
）

主な行事予定『
鮎
料
理
』

川
一
面
を
奇
岩
で
お
お
わ
れ
、
龍
を
想
起

さ
せ
る
滝
野
町
の
闘
龍
灘
は
、
全
国
で
一
番

早
く
鮎
漁
が
解
禁
さ
れ
、
多
く
の
釣
り
人
で

賑
わ
う
。
そ
の
闘
龍
灘
の
周
辺
に
は
古
く
か

ら
鮎
料
理
の
旅
館
や
食
堂
が
あ
り
、
鮎
料
理

が
お
目
当
て
の
行
楽
客
も
多
い
。
鮎
そ
の
も

の
の
味
は
淡
白
で
ど
ん
な
料
理
に
も
合
う
が
、

最
も
旨
み
が
出
る
の
は
塩
焼
き
と
言
わ
れ
、

脂
の
乗
っ
た
身
を
塩
で
焼
く
こ
と
で
、
鮎
特

有
の
苦
味
が
ほ
の
か
に
香
ば
し
く
な
る
。
闘

龍
灘
を
一
望
し
な
が
ら
鮎
の
塩
焼
き
、
甘
露

煮
、
刺
身
、
鮎
の
姿
寿
司
―
と
、
鮎
三
昧
は
、

清
涼
感
溢
れ
る
初
夏
の
風
物
詩
。（
写
真
は

料
理
旅
館
「
滝
寺
荘
」
の
鮎
会
席
）

■
提
供

滝
野
町
商
工
会
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▲「融資問題等研究会（仮称）」を新たに設置し、問題
点の抽出へ

▲過去指導の論点整理を

四
月
二
十
五
日
、
県
商
工
会
館
で
、

商
工
貯
蓄
共
済
事
業
運
営
委
員
会

（
柴
田
武
委
員
長
＝
県
連
・
副
会
長
）

を
開
き
、
貯
蓄
共
済
事
業
に
係
る
融

資
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
対
策
方
法

等
を
協
議
し
た
。

主
な
協
議
内
容
は
、
求
償
債
権
の

早
期
回
収
策
並
び
に
保
証
基
金
の
確

保
策
等
に
つ
い
て
。
商
工
貯
蓄
共
済

事
業
が
会
員
の
相
互
扶
助
制
度
と
い

う
観
点
か
ら
、
負
担
割
合
等
に
つ
い

て
は
全
商
工
会
長
の
意
向
調
査
を
踏

ま
え
、
理
事
会
、
通
常
総
会
に
諮
る

こ
と
に
な
っ
た
。

加
え
て
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の

存
廃
、
新
し
い
金
融
シ
ス
テ
ム
の
ス

キ
ー
ム
等
の
調
査
・
研
究
を
行
う
機

関
と
し
て
「
融
資
問
題
等
研
究
会

（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
平
成
十
六

年
度
以
降
の
保
証
基
金
の
確
保
策
並

び
に
制
度
上
の
問
題
点
の
抽
出
と
課

題
解
決
策
の
検
討
。
求
償
債
権
回
収

は
勿
論
の
こ
と
、
延
滞
発
生
の
未
然

防
止
策
等
に
つ
い
て
は
商
工
会
・
金

融
機
関
と
綿
密
な
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
状
況
の
早
期
把
握
に
努
め
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

商商
工工
安安
全全
共共
済済ななどど

協協
議議

〈
商
工
会
政
策
研
究
会
〉

保証基金枯渇の恐れ

長引く景気低迷を反映し、本会に
おける融資あっせん制度に係る平成
14年度の代位弁済額は、１億3700万
円（前年比4500万円増）に上り、年
度末の保証基金残高は１億8300万円
に激減し、最悪の場合、１年で、枯
渇しかねない状況にある。基金破綻
を未然に防止する保証基金の確保が
喫緊の課題であるところから、県連
合会においては、商工貯蓄共済事業
運営委員会を始め、政策研究会、正
副会長・常任理事会等で協議検討を
重ね、①６月末現在の保証基金赤字
商工会には、30万円と前年度貯共手
数料の30％相当額の拠出、②15年度
３月末現在の債務保証残高に対し商
工会毎に２％の拠出額を負担―を通
常総会に提案することになった。
なお、協議・検討した会議等は、
３/20 保証業務運営委員会
３/26 求償債権回収推進会議
４/４ 融資あっせん制度の在り方及

び保証基金の確保検討会
４/14 政策研究会
４/21 事務局連絡会議
４/25 貯蓄共済業務運営委員会
４/30 正副会長・常任理事会
５/９ 理事会

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
五
月
十

四
日
、県
商
工
会
館
に
お
い
て
、第
二

回
商
工
会
政
策
研
究
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
ま
ず
、
兵
庫
県
経
営

支
援
課
楠
見
課
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

協
議
事
項
に
入
っ
た
。

「
商
工
安
全
共
済
に
係
る
表
彰
基
準

（
案
）
並
び
に
加
入
状
況
等
に
つ
い

て
」
で
は
、
商
工
安
全
共
済
に
係
る

表
彰
基
準
に
つ
い
て
県
共
済
、
上
枝

専
務
よ
り
説
明
が
あ
り
、

・
期
間
を
九
月
十
六
日
（
火
）
県
連

必
着
分
ま
で
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

・
期
間
中
の
、
加
入
口
数
を
カ
ウ
ン

ト
す
る
。

・
今
回
は
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
と
い

う
こ
と
で
、
特
に
目
標
は
設
定
せ
ず
、

募
集
初
期
の
励
み
と
し
た
い
―
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

「
人
事
管
理
委
員
会
専
門
委
員
会

の
進
め
方
（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、

ワ
タ
リ
の
廃
止
・
商
工
会
の
標
準
職

務
表
に
つ
い
て
・
過
去
の
指
導
の
経

過
な
ど
の
論
点
整
理
を
行
い
、
補
助

金
の
傾
斜
配
分
に
つ
い
て
は
、
自
己

財
源
の
負
担
が
増
加
す
る
の
で
、
全

て
の
商
工
会
長
が
必
要
性
を
認
識
し

た
上
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
意
見
が
主
で
あ
っ
た
。

「
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
に
係
る
保
証
基
金
の
確
保
策
等
の

（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、
拠
出
金

の
支
払
方
法
に
つ
い
て
、
分
割
や
納

入
期
限
等
を
「
別
途
定
め
る
」
や

「
会
長
に
一
任
」
と
し
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

そ
の
他
、
合
併
問
題
研
究
会
経
過

報
告
、
構
造
改
革
研
究
会
に
つ
い
て

も
協
議
を
行
っ
た
。
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県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
四
月
二

十
五
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、

第
四
回
商
工
会
合
併
等
問
題
研
究
会

を
開
催
し
、
委
員
十
二
名
全
員
が
出

席
し
た
。

商
工
会
の
合
併
に
つ
い
て
、
合
併

後
の
商
工
会
の
あ
り
方
や
、
合
併
に

む
け
て
必
要
な
支
援
策
を
協
議
す
る

こ
の
研
究
会
で
は
、
第
四
回
を
迎
え
、

具
体
的
な
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

会
議
で
は
、
瓦
田
委
員
長
（
神
戸

商
科
大
学
教
授
）
挨
拶
の
あ
と
、
議

長
と
し
て
議
事
を
進
行
し
た
。

具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

合
併
ま
で
に
必
要
な
支
援
策
と
合
併

後
に
必
要
な
支
援
策
に
区
分
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
県
・
市
町
ご
と
に
求
め

ら
れ
る
支
援
策
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。
特
に
合
併
後
の
職
員
設
置

定
数
の
激
減
緩
和
策
に
つ
い
て
は
、

全
国
連
が
参
考
と
し
て
考
案
し
た
設

置
基
準
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
試
算
し

た
。協

議
の
結
果
、
委
員
長
よ
り
、

「
商
工
会
が
、
合
併
に
よ
っ
て
新
た

に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の
支
援
策
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
具
体

的
な
支
援
策
に
つ
い
て
は
他
府
県
へ

の
調
査
を
行
っ
た
後
、
そ
の
結
果
等

を
踏
ま
え
、
次
回
の
研
究
会
に
お
い

て
継
続
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

▲他府県への調査も決定

▲活発な意見交換がなされる

事事
業業
方方
針針
なな
どど合合意意

形形
成成

〈
商
工
会
事
務
局
連
絡
会
議
〉

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
四
月
二

十
一
日
、
神
戸
市
・
六
甲
荘
に
お
い

て
、
第
一
回
商
工
会
事
務
局
連
絡
会

議
を
開
催
し
た
。

当
日
、
商
工
会
事
務
局
長
な
ど
各

商
工
会
か
ら
六
十
五
名
が
出
席
し
、

県
連
合
会
の
今
年
度
の
事
業
方
針
の

説
明
や
重
点
課
題
な
ど
、
出
席
者
と

十
分
な
意
見
交
換
を
行
い
、
合
意
形

成
を
図
っ
た
。

会
議
で
は
、
澤
田
専
務
理
事
よ
り
、

開
会
挨
拶
を
兼
ね
て
、
商
工
会
と
県

連
合
会
が
取
り
組
む
べ
き
現
下
の
重

要
課
題
に
つ
い
て
、
説
明
し
、
県
連

合
会
の
方
針
を
示
し
た
後
、

・
平
成
十
五
年
度
県
連
合
会
の
事
業

計
画
等
に
つ
い
て

・
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
各
課
別
報
告
事
項

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

特
に
、
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
に
つ
い
て
は
、
代
位
弁
済

の
原
資
に
あ
た
る
保
証
基
金
の
確
保

策
に
つ
い
て
、
次
の
、
各
商
工
会
資

金
拠
出
案
を
提
案
し
た
。

①
商
工
会
一
律
三
十
万
円

②
貯
蓄
共
済
手
数
料
の
三
十
パ
ー
セ

ン
ト

③
融
資
あ
っ
せ
ん
残
高
の
五
パ
ー
セ

ン
ト

こ
の
原
案
を
基
に
今
後
、
貯
蓄
共
済

運
営
委
員
会
、
正
副
会
長
会
、
理
事

会
へ
と
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
四
月
三
十
日
開
催
の
正
副
会
長

会
・
常
任
理
事
会
に
お
い
て
①
と
②

に
つ
い
て
は
保
証
基
金
赤
字
商
工
会

の
み
に
適
用
、
③
に
つ
い
て
は
融
資

あ
っ
せ
ん
残
高
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
に

変
更
さ
れ
た
。
前
頁
参
照
）

そ
の
他
、
職
員
提
案
の
募
集
や
今

年
度
の
研
修
体
系
な
ど
、
重
要
な
課

題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

新新
年年
度度
事事
業業計計画画

をを
決決
定定

〈
県
青
・
女
性
部
理
事
会
〉

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
堀
成

志
会
長
）
で
は
、
四
月
二
十
四
日
、

県
商
工
会
館
で
監
事
会
、
正
副
会
長

会
、
理
事
会
を
開
催
し
た
。
提
出
さ

れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
、
い
ず

れ
も
可
決
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案

平
成
十
四
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
に
つ
い

て第
二
号
議
案

平
成
十
五
年
度
会
費

の
賦
課
と
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

平
成
十
五
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
設
定
に
つ
い

て第
四
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役

員
の
選
任
に
つ
い
て

第
五
号
議
案

平
成
十
五
年
度
通
常

総
会
の
開
催
等
に
つ
い
て

な
お
、
今
年
度
、
組
織
活
性
化
事

業
（
仮
称
）
を
創
設
し
、
活
発
に
事

業
を
展
開
し
て
い
る
青
年
部
へ
の
支

援
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

（
稲
田
富
子
会
長
）
は
、
四
月
十
八

日
、
県
商
工
会
館
で
理
事
会
等
を
開

催
。
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案

平
成
十
四
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
に
つ
い

て第
二
号
議
案

平
成
十
五
年
度
会
費

の
賦
課
と
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

平
成
十
五
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
設
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役

員
の
選
任
に
つ
い
て

第
五
号
議
案

平
成
十
五
年
度
通
常

総
会
の
開
催
等
に
つ
い
て

ま
た
、
県
女
性
部
連
合
会
に
お
い

て
も
、
県
青
年
部
連
合
会
と
同
じ
く
、

組
織
活
性
化
事
業
（
仮
称
）
を
創
設

し
て
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

女
性
部
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
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平
成
十
五
年
度
税
制
改
正
は
、「
研
究
開
発
減
税
・
投
資
減
税
」「
相

続
税
・
贈
与
税
」「
金
融
・
証
券
税
制
」
な
ど
の
減
税
項
目
と
「
外
形

標
準
課
税
」
の
新
設
や
「
消
費
税
」
の
事
業
者
免
税
点
制
度
の
引
下
げ

及
び
「
個
人
所
得
課
税
」
に
お
け
る
配
偶
者
特
別
控
除
の
廃
止
等
、
実

質
増
税
項
目
の
両
者
が
織
り
込
ま
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、

主
要
な
改
正
項
目
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１�

企
業
減
税

�

１
試
験
研
究
開
発
減
税

増
加
試
験
研
究
費
の
特
別
控
除
と

の
選
択
制
で
、
当
期
の
試
験
研
究
費

の
総
額
に
対
し
て
次
の
控
除
割
合
に

よ
る
特
別
税
額
控

除
（
当
期
の
法
人

税
額
の
二
○
％
が

限
度
）
が
認
め
ら

れ
る
。

平 年 度 ３年間の時限措置

（Ｌの割合）10％以上 10％ （Ｌの割合）10％以上 12％

（Ｌの割合）10％未満 ８％＋Ｌ×0.2 （Ｌの割合）10％未満 10％＋Ｌ×0.2

上
記
の
Ｌ
は

「
試
験
研
究
費
割

合
」
と
い
い
、
次

の
算
式
で
求
め
ら

れ
る
。

試
験
研
究
費
割

合
（
Ｌ
）
＝
試
験

研
究
費
の
総
額
／

当
期
を
含
む
四
年

間
の
平
均
売
上
金

額
な
お
、
産
学
官

連
携
の
共
同
研
究
、

委
託
試
験
研
究
に

つ
い
て
は
、
上
記
と
合
わ
せ
て
こ
れ

ら
の
試
験
研
究
の
一
二
％
（
三
年
間

は
一
五
％
）
の
特
別
控
除
が
認
め
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
平
成
十
五

年
一
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業

年
度
で
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
以

後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用

さ
れ
る
。

�

２
設
備
投
資
減
税

イ�

Ｉ
Ｔ
投
資
促
進
税
制

平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
取
得
等
を
し
、
こ
れ

を
国
内
に
あ
る
事
業
の
用
に
供

し
た
Ｉ
Ｔ
関
連
設
備
に
つ
い
て

は
、
取
得
価
額
の
五
○
％
の
特

別
償
却
と
一
○
％
の
税
額
控
除

と
の
選
択
を
認
め
る
（
三
年
間

の
時
限
措
置
）。

（
注
）
税
額
控
除
は
法
人
税
額

の
二
○
％
相
当
額
を
限
度
と
し
、

控
除
限
度
超
過
額
は
一
年
間
の

繰
越
し
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
資
本
金
が
三
億
円
以

下
の
法
人
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
リ
ー
ス
資
産
の
賃
借
に
つ
い

て
税
額
控
除
を

適
用
で
き
る
。

対
象
と
な
る
設

備
は
、
①
電
子

計
算
機
②
デ
ジ

タ
ル
複
写
機
③

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

④
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

利
用
設
備
⑤
デ

ジ
タ
ル
放
送
受

信
設
備
⑥
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
電

話
設
備
⑦
ル
ー

タ
ー
・
ス
イ
ッ
チ
⑧
デ
ジ
タ
ル

回
線
接
続
装
置
⑨
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
う
ち
、
一
定
の
要
件
を
具

備
す
る
も
の
で
あ
る
。
上
記
の

①
〜
⑧
ま
で
の
設
備
に
つ
い
て

は
取
得
価
額
の
合
計
額
が
六
○

○
万
円
以
上
（
資
本
金
三
億
円

以
下
の
法
人
に
つ
い
て
は
一
四

○
万
円
以
上
）
⑨
に
つ
い
て
は

取
得
価
額
が
六
○
○
万
円
以
上

（
資
本
金
三
億
円
以
下
の
法
人

に
つ
い
て
は
七
○
万
円
以
上
）

と
な
っ
て
い
る
。
資
本
金
三
億

円
以
下
の
法
人
に
認
め
ら
れ
る

リ
ー
ス
税
額
控
除
は
、
リ
ー
ス

契
約
期
間
が
四
年
以
上
で
リ
ー

ス
資
産
の
耐
用
年
数
を
超
え
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
①

〜
⑧
ま
で
に
つ
い
て
は
、
リ
ー

ス
費
用
の
総
額
の
合
計
額
が
二

○
万
円
以
上
、
⑨

に
つ
い
て
は
一
○

○
万
円
以
上
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

税
額
控
除
は
、

リ
ー
ス
費
用
総
額

の
六
○
％
相
当
額

に
つ
い
て
一
○
％

相
当
額
（
法
人
税

額
の
二
○
％
が
限

度
、
限
度
超
過
額

は
一
年
間
の
繰
越

し
）
と
な
っ
て
い

る
。

ロ�

開
発
研
究
用
設
備
の
特
別
償

却
開
発
研
究
の
用
に
供
さ
れ
る

減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、

取
得
価
額
の
五
○
％
の
特
別
償

却
が
認
め
ら
れ
る
（
三
年
間
の

時
限
措
置
）。

適
用
対
象
資
産
は
、
取
得
価

格
が
二
八
○
万
円
以
上
の
も
の

で
、
右
の
表
の
器
具
備
品
、
機

械
装
置
で
あ
る
。

種 類 細 目

器具備品 ・試験又は測定機器、計算機器、
撮影機及び顕微鏡

機械装置 ・汎用ポンプ、汎用モーター、汎
用金属工作機械、汎用金属加工
機械その他これらに類するもの
・その他のもの

右
記
イ�

ロ
の
措
置
は
平
成

十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
終
了

す
る
事
業
年
度
に
つ
い
て
適
用

す
る
。
な
お
、
同
日
前
に
終
了

す
る
事
業
年
度
に
お
い
て
平
成

十
五
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
十

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
対

象
設
備
の
取
得
等
を
し
た
場
合
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に
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日

を
含
む
事
業
年
度
に
お
い
て
特

別
償
却
相
当
額
又
は
税
額
相
当

額
の
繰
越
控
除
を
認
め
る
。

２�

中
小
企
業
対
策

�

１
中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化
税
制

の
拡
充

一
般
の
法
人
に
は
、
増
加
試
験
研

究
費
の
税
額
控
除
と
前
記
1.
の�

１
で

述
べ
た
特
別
税
額
控
除
の
適
用
が
で

き
る
が
、
中
小
企
業
（
資
本
金
一
億

円
以
下
）
に
は
こ
の
適
用
に
代
え
て

試
験
研
究
費
の
総
額
の
一
二
％
（
三

年
間
の
時
限
措
置
と
し
て
一
五
％
）

の
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
当
期
の
法
人
税
額
の
二
○
％
相

当
額
が
限
度
で
あ
る
。

�

２
留
保
金
課
税
制
度
の
適
用
停
止

中
小
法
人（
資
本
金
一
億
円
以
下
）

で
自
己
資
本
比
率
が
五
○
％
以
下
の

場
合
は
、
三
年
間
（
平
成
十
五
年
四

月
一
日
〜
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
事
業
年

度
）
は
留
保
金
課
税
を
適
用
し
な
い

こ
と
に
す
る
。
こ
の
場
合
の
自
己
資

本
比
率
は
、
次
の
算
式
で
計
算
す
る
。

「
自
己
資
本
」
に
は
同
族
関
係
者
か

ら
の
借
入
金
が
含
ま
れ
、
ま
た
「
総

資
産
」
は
簿
価
で
計
算
す
る
。

自
己
資
本
／
総
資
産

＝
自
己
資
本
比
率

こ
れ
に
よ
り
、
全
中
小
法
人
の
八

割
以
上
が
留
保
金
課
税
停
止
の
対
象

と
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

（
注
）
課
税
留
保
金
額
に
対
す
る
税

額
の
五
％
軽
減
措
置
は
廃
止
す
る
。

な
お
、
同
族
会
社
の
持
株
判
定
基
準

に
お
い
て
自
己
株
式
を
除
外
し
、
し

か
も
「
五
○
％
以
上
」
か
ら
「
五
○

％
超
」
と
な
る
。

�

３
交
際
費
等
損
金
不
算
入
制
度

年
四
○
○
万
円

の
定
額
控
除
限
度

額
の
適
用
法
人
を
、

資
本
金
五
○
○
○

万
円
以
下
か
ら
一

億
円
以
下
に
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、

定
額
控
除
限
度
内

の
損
金
不
算
入
割

合
を
二
○
％
か
ら

一
○
％
と
す
る
。

（
注
）
適
用
期
限

を
平
成
十
八
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

三
年
間
延
長
す
る
。

し
た
が
っ
て
改
正

後
は
次
の
よ
う
に

な
る
。

資本金１億円以下 資本金１億円超

交 際 費 年400万円以下の分 年400万円超の分 全 額

損金不算入 10％相当額 全 額 全 額

�

４
少
額
減
価
償
却
資
産
の
即
時
償
却

中
小
企
業
者
等
が
平
成
十
五
年
四

月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
取
得
価
額
三
○
万

円
未
満
の
減
価
償
却
資
産
を
取
得
し

た
場
合
は
三
年
間
の
時
限
措
置
と
し

て
取
得
価
額
の
全
額
の
損
金
算
入

（
即
時
償
却
）
を
認
め
る
。
注
意
し
た

い
の
は
、
今
回
の
三
○
万
円
基
準
は

中
小
企
業（
資
本
金
一
億
円
以
下
）に

対
し
て
の
み
で
、し
か
も
三
年
間
の
時

限
措
置
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

３�

消
費
税
の
改
正

�

１
事
業
者
免
税
点

平
成
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
開

始
す
る
課
税
期
間
か
ら
（�

１
〜�

４
に

お
い
て
同
じ
）
事
業
者
免
税
点
が
前

々
年
（
個
人
）
又
は
前
々
事
業
年
度

（
法
人
）
の
課
税
売
上
高
が
三
○
○

○
万
円
か
ら
一
○
○
○
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た

に
納
税
義
務
を
負
う
の
は
個
人
で
八

八
万
人
、
法
人
で
四
八
万
社
に
な
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

�

２
簡
易
課
税
制
度

簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
、

基
準
年
度
の
課
税
売
上
高
が
「
二
億

円
以
下
」
か
ら
「
五
○
○
○
万
円
以

下
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

�

３
申
告
納
付
回
数

直
前
期
の
消
費
税
等
の
額
が
六
○

○
○
万
円
を
超
え
る
事
業
者
に
つ
い

て
、
前
年
確
定
税
額
の
一
／
一
二
を

毎
月
納
め
る
こ
と
に
改
正
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
課
税
期
間
を
一
月
に
短

縮
す
る
特
例
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

今
後
、
毎
月
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
作
成
に
際
し
て
、
消
費
税
の
支
出

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

４
総
額
表
示
の
義
務
付
け

課
税
事
業
者
が
そ
の
相
手
方
で
あ

る
消
費
者
に
対
し
て
商
品
の
販
売
、

役
務
の
提
供
等
の
取
引
を
行
う
に
際

し
、
そ
の
取
引
価
格
を
表
示
す
る
場

合
、
消
費
税
等
の
額
を
含
め
た
総
額

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
る
。
総
額
表
示
の
類
型
と
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
例
が
考
え
ら
れ
る
。

①
一
○
五
○
円

②
一
○
五
○
円
（
税
込
）

③
一
○
五
○
円

（
本
体
価
格
一
○
○
○
円
）

④
一
○
五
○
円（
う
ち
税
五
○
円
）

⑤
一
○
五
○
円

（
本
体
価
格
一
○
○
○
円
、
税
五
○
円
）

⑥
一
○
○
○
円

（
税
込
一
○
五
○
円
）

４�
相
続
税
・
贈
与
税
の
改
正

生
前
贈
与
に
つ
い
て
、
一
定
の
条

件
の
下
で
二
五
○
○
万
円
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
贈
与
時
に
一
律
二
○

％
の
税
率
で
贈
与
税
を
支
払
い
、
そ

の
後
の
相
続
時
に
そ
の
贈
与
財
産
と

相
続
財
産
と
を
合
計
し
た
価
額
を
基

に
し
て
計
算
し
た
相
続
税
か
ら
既
に

支
払
っ
た
贈
与
税
を
控
除
す
る「
相
続

時
精
算
課
税
制
度
」
が
創
設
さ
れ
る
。

対
象
者
は
六
五
歳
以
上
の
親（
贈
与
者
）、

二
○
歳
以
上
の
子（
受
贈
者
）で
あ
る
。

さ
ら
に
平
成
十
七
年
十
二
月
末
ま

で
の
特
例
と
し
て
住
宅
取
得
資
金
を

贈
与
す
る
場
合
に
限
り
、
一
般
に
二

五
○
○
万
円
の
非
課
税
枠
に
一
○
○

○
万
円
を
上
乗
せ
し
て
三
五
○
○
万

円
の
非
課
税
枠
が
設
け
ら
れ
た
。
注

意
し
た
い
の
は
特
例
で
は
一
般
の
場

合
と
異
な
り
贈
与
者
の
六
五
歳
以
上

の
要
件
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に

よ
り
、
現
行
の
住
宅
取
得
資
金
の
贈

与
の
特
例
（
五
分
五
乗
）
は
廃
止
さ

れ
る
が
、
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
経
過
措
置
と
し
て
存

置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
相
続
税
及
び
相

続
時
精
算
課
税
制
度
が
適
用
さ
れ
な

い
場
合
の
贈
与
税
の
最
高
税
率
が
七

○
％
か
ら
五
○
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

い
ず
れ
の
改
正
も
平
成
十
五
年
一

月
一
日
以
後
の
相
続
又
は
贈
与
か
ら

適
用
さ
れ
る
。
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一一一一

商
工
会
だ
よ
り
一一一一

市
川
町
商
工
会
青
年
部
（
津
田
隼

人
部
長
）
は
、
五
月
一
日
、
子
供
の

交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
交
通

安
全
看
板
「
飛
び
出
し
坊
や
」
を
町

内
の
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
に

寄
贈
し
た
。

こ
の
看
板
は
、
同
部
員
が
デ
ザ
イ

ン
し
、
業
者
に
発
注
し
、
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
の
部
品
は
持
ち
寄
り
組
み
立
て

た
。
高
さ
は
約
八
十
㌢
の
「
飛
び
出

し
坊
や
」
の
帽
子
に
は
商
工
会
マ
ー

ク
を
入
れ
、
五
十
体
を
製
作
し
た
。

同
青
年
部
は
、
地
域
に
密
着
し
た

事
業
の
展
開
に
よ
り
、
減
少
す
る
部

員
の
増
加
に
つ
な
が
れ
ば
と
し
て
い

る
。

▲町内の小学校・幼稚園、保育所の計14ヵ所に寄贈。写真中
央は古川商工会長。

▲「びわジュース」「ぶどうチョコボン
ボン」など販売

▲女性部の餅つきの実演販
売は大好評

屋屋
台台
でで

特特
産産
品品
のの
ＰＰ
ＲＲ

〈
北
淡
町
〉

み
ん
な
集
ま
れ
！
浅
野
公
園

春

ま
っ
さ
か
り－

北
淡
町
商
工
会
（
粟

田
智
之
会
長
）
は
、
四
月
六
日
、
同

町
の
「
浅
野
公
園
」
で
特
産
品
を
販

売
す
る
屋
台
を
出
し
好
評
だ
っ
た
。

浅
野
公
園
は
、
約
二
千
本
の
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
乱
れ
る
島
内
有
数

の
桜
の
名
所
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

花
見
客
が
集
ま
る
こ
の
機
会
を
と
ら

え
て
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
今

回
初
め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
。

屋
台
に
は
特
産
品
の
「
び
わ

ジ
ュ
ー
ス
」
や
会
員
開
発
の
「
ぶ
ど

う
チ
ョ
コ
ボ
ン
ボ
ン
」
が
並
べ
ら
れ

た
ほ
か
、
た
こ
焼
き
、
大
判
焼
き
な

ど
の
一
般
の
屋
台
も
設
置
さ
れ
た
。

同
商
工
会
は
、
こ
の
事
業
を
継
続

事
業
と
し
て
毎
年
開
催
、
町
内
外
へ

同
町
特
産
品
な
ど
の
販
路
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。

山
崎
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン

うう
どど
んん
・・
そそ
ばば
でで
接接
待待

〈
山
崎
町
青
・
女
性
部
〉

今
回
で
二
十
五
回
を
数
え
る
「
山

崎
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン
」
が
、
四
月
二

十
日
に
開
催
さ
れ
、
約
二
千
人
が
快

い
汗
を
流
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
山
崎
町
商

工
会
青
年
部
（
大

晴
五
部
長
）、

同
女
性
部
（
稲
田
富
子
部
長
）
も
、

う
ど
ん
・
そ
ば
等
の
販
売
や
、
餅
つ

き
の
実
演
販
売
を
行
う
受
け
入
れ
接

待
と
し
て
協
力
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と

な
っ
た
が
、
参
加
者
は
走
り
終
わ
っ

た
後
、
う
ど
ん
・
そ
ば
・
コ
ロ
ッ

ケ
・
柏
餅
等
で
疲
れ
を
癒
し
た
り
、

朝
堀
り
の
筍
や
、
山
菜
等
を
買
い
求

め
て
い
た
。

特
に
女
性
部
の
担
当
し
た
つ

�

き

�

た

�

て

�

の
餅
は
好
評
で
、
昼
過
ぎ
ま
で
に

は
完
売
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

初級シスアド講座を開講
―厚生労働大臣指定―

川西市商工会（舩岡正夫会長）は、６月４
日から、同商工会館を会場に「初級シスアド
講座」を開催する。期間は９月26日までの全
25日間。
内容は、情報処理の専門家が情報技術の基

礎知識からアクセス、エクセル、パワーポイ
ントの高度な操作まで多岐にわたるもので、
事業所内での情報化環境を活用・推進できる
人材を育成するとともに、今秋の資格試験合
格に向けて支援する。
全日程を受講する通常コースの他に、試験

対策の補強として座学選択コースの２種類と
なっている。
なお、通常コースは厚生労働大臣指定講座

で、教育訓練給付制度の指定対象となってお
り、県下商工会では第１号。
申し込み等は、川西市商工会事務局

（TEL 072－759－8222）



が�

誕
生�

〈緑町〉�

ヘ
ル
シ
ー
な

ヘ
ル
シ
ー
な�

ヘ
ル
シ
ー
な�

― 7 ―

▲現代人に不足しがちなミネラルや食物繊維
に富んだ「おからうどん」

▲ガラガラ抽選会に子供たちは大喜び

▲発刊１号となった瓦版

緑
町
商
工
会
（
斎
藤
勝
巳
会
長
）

は
、
町
内
産
の
大
豆
か
ら
作
る
豆
腐

の
副
産
物
の
「
お
か
ら
」
を
利
用
し

た
「
お
か
ら
う
ど
ん
」
を
開
発
・
販

売
し
て
い
る
。

同
商
工
会
が
町
の
特
産
品
を
作
ろ

う
と
、
二
年
前
に
特
産
品
開
発
委
員

会
を
発
足
さ
せ
取
り
組
ん
で
い
た
も

の
で
、
町
内
の
製
麺
会
社
が
担
当
。

お
か
ら
は
、
町
内
の
豆
腐
店
か
ら
仕

入
れ
た
。
お
か
ら
使
用
の
た
め
、
ミ

ネ
ラ
ル
や
タ
ン
パ
ク
質
、
食
物
繊
維

に
富
み
、
普
通
の
う
ど
ん
よ
り
の
ど

ご
し
が
良
い
と
い
う
。

同
商
工
会
は
、「
お
か
ら
う
ど
ん

を
町
内
外
の
人
た
ち
に
も
食
べ
て
い

た
だ
き
、
不
足
し
が
ち
な
栄
養
分
を

補
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

「
お
か
ら
う
ど
ん
」
は
一
袋
三
人

前
（
三
百
㌘
）
で
五
百
円
。
問
合
せ

先
は
緑
町
商
工
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９

９－

４
５－

０
３
９
６
）。

ま
た
、
こ
の
う
ど
ん
を
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
同
町
の
宿
泊
施
設

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
」
で
手
打
ち
体

験
も
開
催
さ
れ
グ
ル
ー
プ
や
家
族
に

好
評
を
博
し
て
い
る
。
二
人
前
を
打

ち
、
参
加
費
は
一
人
千
円
。
申
し
込

み
は
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０

７
９
９－

４
５－

１
４
１
１
）。

�
�

�
千種町
青年部

�
�

�

厳厳
粛粛
にに千千種種

念念
仏仏

―
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
も

四
月
二
十
日
、
千
種
町
で
千
種
念

仏
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
拝
者
で
賑

わ
っ
た
。

当
日
、
稚
児
行
列
や
日
中
法
要
・

説
教
等
が
厳
粛
に
行
わ
れ
た
ほ
か
、

千
種
念
仏
協
賛
行
事
実
行
委
員
会

（
委
員
長
＝
清
水
精
一
商
工
会
長
）

の
主
催
に
よ
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

碁
会
な
ど
多
く
の
協
賛
行
事
が
な
さ

れ
た
。

千
種
町
商
工
会
青
年
部
（
平
瀬
友

人
部
長
）
も
、
豪
華
賞
品
の
あ
た
る

ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会
を
行
い
、
子
供
た

ち
は
大
喜
び
。
ま
た
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
好
評
だ
っ
た
。

な
お
、
千
種
念
仏
は
、
同
町
の
西

蓮
寺
開
山
の
御
徳
を
讃
え
る
法
要
で

千
百
三
十
年
に
わ
た
り
続
く
伝
統
行

事
と
な
っ
て
い
る
。

「「
生生
野野
商商
人人
瓦瓦
版版
」」

をを
発発
行行

〈
生
野
町
〉

生
野
町
商
工
業
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
「
生
野
商
人
元
気
づ
く

り
勉
強
会
」
は
、
こ
の
ほ
ど
、
町
内

の
ユ
ニ
ー
ク
な
店
を
紹
介
し
た
チ
ラ

シ
を
発
行
し
た
。

こ
の
勉
強
会
は
、
生
野
町
の
「
中

心
市
街
地
等
活
性
化
基
本
計
画
」
を

受
け
て
、
同
商
工
会
（
山
木
武
男
会

長
）
の
呼
び
か
け
の
も
と
に
、
町
の

商
工
業
を
元
気
に
集
ま
っ
た
組
織
。

発
刊
第
一
号
と
な
っ
た
チ
ラ
シ

（
Ｂ
４
判
サ
イ
ズ
で
四
頁
）
は
一
万

六
千
部
を
印
刷
、
古
い
そ
ろ
ば
ん
を

表
紙
に
大
き
く
載
せ
、
『
商
い
は

「
真
心
」
で
す
。』
と
表
現
し
て
い

る
。
見
開
き
に
は
、
生
野
町
銀
谷
特

選
街
を
特
集
し
、
醤
油
、
パ
ン
、
カ

ス
テ
ィ
ラ
な
ど
の
店
を
紹
介
し
て
い

る
。ま

た
、
昨
年
九
月
に
国
の
有
形
登

録
文
化
財
と
な
っ
た
旧
海
崎
医
院
を

紹
介
す
る
民
家
探
訪
や
大
護
摩
大
祭

の
歴
史
探
訪
も
あ
る
構
成
と
な
っ
て

い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
町
商
工
会
の
同

会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９－

６
７
９－

２

２
３
３
）
へ
。
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商
工
会
関
係
か
ら
九
名
が
受
賞�

兵
庫
県
は
五
月
二
日
、
商
工
会
活
動
な
ど
二
十
部
門
で
功
績
の
あ
っ
た
二

百
十
二
名
を
県
功
労
者
と
し
て
発
表
し
た
。

表
彰
式
は
、
五
月
二
十
八
日
、
兵
庫
県
公
館
で
行
わ
れ
、
商
工
会
関
係
は

次
の
九
名
が
受
賞
さ
れ
た
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

【
商
工
功
労
】

九
名中村 満雄

（香住町商工会長）

春名 和光
（南光町商工会長）

清瀬 浩
（香寺町商工会長）

濱井 治三
（三田市商工会長）

志智 宣夫
（西淡町商工会長）

雨松 良行
（東浦町商工会長）

藤原 敬司
（市島町商工会長）

田中 洋行
（氷上町商工会長）

北村 譲次
（温泉町商工会長）

栄ある叙勲と褒章

中谷 正氏 徳田 雅美氏 江見美知代氏

平成15年度の春の褒章受章者が４月28日付けで発表され、中谷正

氏（御津町商工会会長）が黄綬褒章を、徳田雅美氏（千種町商工会

副会長）が藍綬褒章を受章されました。

また、29日付けで発表された春の叙勲で勲五等瑞宝章を江見美知

代氏（上郡町商工会女性部元部長）が受章されました。

心からお祝い申し上げます。

〔
昭和33年３月10日
第３種郵便物認可

〕　　　第　550　号 兵庫県商工連会報 平成15年５月20日
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